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　1．歴　　史

　当社は，「愛の 精神の 実践 を経営 の 基本 として 人 々

の幸福と生活の向上 に寄与す る」 こ とを社是 に 掲げ，

1891年 （明治 24年）に石鹸原料 と製品の販売を開始

した ．当時は洗濯に対する意識は低 く，例えば農村で

の 作業服 の 洗濯が年 に数回程度で あっ た と言われ て い

る．丁度そ の 頃，現在の 「全国農業協同組合連合会」

の前身の 「全 国購買農業協 同組合連合会」が，農村部

の 生活改善を目的と して ，保健衛生向上 の た め の 洗濯

講習 を実施 し始め た．そ こ．で，当社は，1925年 （大

正 14 年）か ら 「洗濯講習会」 に協力 し て 石鹸の 普及

活動 を開始 した．そ の 後，一般の方か らの 問合せ や相

談 が増 加 し て きた た め に
，
1933年 （昭和 8 年） に

「家庭洗濯相談所」を 開設 し
，

正 し い 洗濯法 の 普及 に

つ とめた．しか し，当時 は家政学 の 先生方
一

人
一

人 に

よっ て 異 なる洗濯法が実施 されてお り，科学的で公正

な情報は何か とい う問題が生 じて きた．そこ で ，1936

年 （昭和 11 年）に 「家庭洗濯相談所」を発展させ て

「ラ イ オ ン 洗濯科学研究所」を設立 し，東京女子高等

師範学校 の 近藤教授 ほ か家政学の 先生方を顧問 に迎え，

実際的で科学的な洗濯法の研究に着手した ．異なる洗

濯法を実際 に試 み ，多面的 に 評価 した 結果 を家政学の

先生方に検討 し て い ただ き，「標準家庭洗濯 法」に集

大成 した もの が ，19　37 年 （昭和 12 年）か ら多 くの 女

学校 の 教材に採用 さ れ た．

　その 後，｝955年代 （昭和 30 年代）か ら日本の経済

が高度成長期 に 入 り，電気洗濯機の急速な普及と呼応

して粉石鹸が使用 され る よ うに な り， 更 に 合成洗剤 の

使用が本格化 し，洗浄力の 他 に 石鹸 カ ス やすす ぎ性 と

い っ た新た な研究が 必要に なっ た．また，こ の 頃寄生

虫や残留農薬などの環境汚染が社会問題化 して 国民衛

生 思想が高ま り，台所洗剤が発売された の を機に，1957

執筆者 紹 介 瀬 聞 徹 （Teru　SEMA） ラ イオ ン   家庭

　科学研究所研究所長

年 （昭和 32年）に 「家 庭科学研究 所」 と改称 し， 衣

料 の 洗濯，食 ・住 の 清潔，毛髪，肌，口 腔 の 衛生，食

品 と 調理 ・保存 の 科学，人間生活工 学関連 の 研 究へ と

研究範囲を拡大 して積極的な研究を展開した，

　例えば，洗剤の洗浄力試験法，天然汚垢布や 人工 汚

染布の応用 ， すすぎ性 ， 再汚染 ， 蛍光増自等の 研究 を

行 い ，これ らの 研究成果 に基づ い て 「天然汚垢布を用

い た ヘ ビ ー
洗剤 の 洗浄力評価法」を 1960年 （昭和 35

年）の 日本家政学会に 報告 した の をは じめ ，衣，食，

住 の 清潔を中心 とする多 くの 研究の学会報告を行 い ，

日本家政学会と歩み をともに し なが ら，現在に 至 っ て

い る．

　2．家庭科学研究所 の 組織

　現在当社製品に は
， 衣料用 洗剤 ・歯磨等 の 家庭用品 ，

薬 品，食品，工業用化学品，業務用品があり，こ れら

の 製品の 研究開発を研究開発本部が担当して い る．こ

の本部に は，各製品分野ご との 開発研究所があり，家

庭科学研究所もこ の 本部に属して い る．

　研究員は総勢約 45名で 組織は 図 1 に示すよ うに 3

グル ープか らなり，生活科学の研究を通 じて 人間生活

の 理想を追求 し， そ の 生活者の 視点か ら企業の 立場 と

一
線 を画 して第三者的に製品 の 品質評価 を行 い

， 消費

者志 向の 製品開発 を徹底 させ るため の 助言 と改善提案

を行 うとともに，啓発 ・普及，生活情報発信 ・交流活

動を通 じて ，消費者に向けた製品情報や快適な生活創

造情報の発信及び学協会 ・教育界へ の協賛活動を行 っ

て お り， 社会と当祉を結ぶ イ ン ター
フ ェ

ー
ス 機能 を担

っ て い る．

　家庭科学研究所 を と りまく関連 の 組織 と して は，品

質保証部 ・お客様相談室，市場情報部 ， 広報部，宣伝

部 ・文化事業室，安全性評価 セ ン タ
ー
，分析 セ ン タ

ー
，

財団法人歯科衛生研究所が あり，当社全体 として お客

様 の 声 ， 意見及 び提案を製品 に 反映す る と と もに
， 啓

発
・普及等の 各種社会貢献活動 を行 っ て い る．例 えば ，
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お客様相談室で は，年間 3万件を超えるご相談を受け

て お り，こ れ らの 情報を コ ン ピ ュ
ーターや 光電子 フ ァ

イ ル ，光デ ィ ス ク を用い た ピ ン ポ ン プ ラ ス シ ス テ ム が

相談窓口 の 対応をサ ポートする とともに デ ーターベ ー

ス 化された情報が企画 ・開発 の 担当者 に よ っ て 自由に

検索 ・解析され，製品開発 に 反映 され て い る．こ の よ

うな全社
一

丸 とな っ た消費者志向活動 に対 して ，1996

年，通産省の 「消費者志向優良企業賞」 を受賞す る こ

とが で きた．

　 3．現在 の活動状況

　（1＞ 生活科学研究

　社会環境や 生活実態 の 変化 あ る い は 技術 の 革新を 捉

え，よ り創造的 で 文化的 な新生活提案を目的 として
，

生活科学研究を行 っ て い る．1970年代には，洗濯 の

仕．一ヒが りを清潔感の ある 白い 仕上 が りにする ため に蛍

光増 白剤 を配合した洗剤を当社が 発売する 際，実際の

洗濯 に お い て 蛍光増 白が 色物衣料 に どの よ うな影響を

及ぼすか を研究 し，日本家政学会 で の 発表を通 して合

理的な使 い 方 を提案 した．また，衣料用 の 柔軟剤処理

布の 柔 ら か さ，滑 らか さ，ふ くらみ の 風合 い に 関す る

感性研究の流れ を受け て，現在デ リ ケ
ー

ト衣料の 家庭

写真 1．家庭科学研 究所 の 全景

洗濯に 関する研究に着手 して い る．ウール や絹の 繊維，

洗 濯機ある い は 洗剤 の 技術 の 進歩か ら
， 家庭洗濯 の ニ

ーズ が高まっ て きて い る が ，繊維の 品質 と風合い を保

つ 洗濯法を検討する た め に，人間感覚計測の 研究な ど

人間生活 工 学 を積極的 に応用 した 研究を展開して い る．

　（2） 品質評価研究

　高 い 機能性 ，快適な使用性あ る い は環境へ の 適性等

の 品質を評価す る ため の 評価方法の 開発，更に，生活

場面，使用時あるい は使用条件等の 製品使用実態調査

や 品質保証部 の お客様相談室に寄せ ら れ る市販品の ク

レーム や問合せ 等の 消費者 の 声を積極 的に取 り込ん で

開発品を対象に生 活者の 視点か ら晶質評価 を行 い
， 容

器 や 内容物 の 改善提案及 び 使用上 の 注意 ・警告表示 の

記載提案を行 っ て い る．

　例 えば，衣料用洗剤 の 評価 は，着用に より汚れた衣

料や 衿布を用い て，着用 ・洗濯の サ イク ル を繰り返 し

て行う．こ れ に は，多 くの 時問と労力が か か る た め ，

コ ン ピュ
ーターを活用 した洗浄性能自動評価シ ス テ ム

を構築し， 効率的に試験を実施 してい る，こ れ らの 評

価技術 は，学会，外部研究機関 にも高 く評価 され て お

り，1976 年 （昭和 51 年〉に 制定 された衣料用合成洗

剤 の nsK3362 の 洗浄力試験法は ， 当研究所の方法を

基 に制定 された、

　現在 は，回転 ドラ ム 式洗 濯機が国内 メ ーカ ーか ら販

売された こ とや 繊維製品の 加工 技術が進歩 して い る こ

とから，家電メーカ ー，繊維 ・
ア パ レル メーカー等の

社外研究機関 との 交流 を活発 に 進 め
， 回転 ドラ ム 式洗

濯機 に適 した洗濯条件 の 研 究や高級獣毛製 品や絹製品

の 洗浄方法 の 研究 を行 い ，研究成果を 日本 家政学会 に

発表 して 新 しい 生 活提案 に つ なげて い る ．

　（3） 啓発 ・普及活動

　家政学の発展を願っ て，生活文化の講演，家庭品を

は じめ とする各種製品の正 しい 情報ある い は 生活科学

研究の成果 を情報発信 し，学校，教育界，オ ピニ オ ン

リ
ー

ダ
ー

，

一
般消費者 の 方 々 と の 交流 を深 め

， 更 に こ

生 活 科 学 研 究 （東 京 ）

（業 携 ； 生 活 行 動 実 態 解 析、生 話 ソ フ ト研 究、人 閭 生 活 工 学、人

［玉顫 ：蛋記＿誕＿研 究 （東 京 ）

（業 務 ； 製 品 使 用 実 態 解 析、お 客 様 の 視 点 か らの 品 質 評 価 ・製 品

啓 発 ・普 及 活 動 （東 京 、大 阪 ）

（業 務 ； 家 庭 科 学 講 演 会、講 習 会 ・相 談 会、学 協 会 ・教 育 界 へ の

マ ス コ ミ ・イ ン タ
ーネ ッ トホ ーム ペ ージ へ の 情 報発 信、視 聴 覚

制 作、生 活 情 報 デ
ー

タ
ーべ 一

ス 構 築 〉

図 1．家庭科学研究所 の 組織 と 業務概要
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写真 2． ドラ ム式洗濯機 を用 い た 洗濯実験風景

写真 3．食器洗浄乾 燥機に よる洗浄剤の 性能実験風景

れ らの 活動を通 じて得ら れ た意見や提案を新しい 活動

に フ ィ
ー

ドバ ッ クして 発展 させ て ゆ く活動 を推進 して

い る．

　1）　家庭科学講演会

　1959年 （昭和 34年）に，当時最新の研究設備を備

えた現在の 家庭科学研究所が完成 した の を記念 し，工

業技術院繊維工 業試験所 長の 成 田 時治先生 をお招 きし

て 「新 しい 合成繊維の 取 り扱い 方」 と題 して ， 家政学 ，

家庭科 の 先生，消費行政関係者及 び一
般 の 方 々 を対象

写真 4。画像解析シ ス テ ム に よ る皮膚表面形状観察

　　　 風景

に 第 1 回家庭科学講演会を開催した．こ れを機に，衣

生活，食生活，住生活，教育，家庭管理 ，洗剤 ・洗浄，

環境，自然科学，社会科学ほ か の各界の 第一
入者を講

師に お招 きして毎年全国 6都市で こ れ までに 224回 の

家庭科学講演会を開催 し，先生方 に 大変好評 を博 して

い る．なお
， 講演内容 は 当社が発行 して い る 「家庭科

学研 究」 に収載 し て お り，国 会 図 書 館 保 管 図 書

（ISSN−0911−0577＞ に もな っ て い る の で どなた で も閲

覧で きる．

　2）　生活情報発信 ・交流

　衣服 ， 住居 ， 髪 ，
か らだ の 清潔 ， 衛生

， 美容 ， 調理

をテ ーマ に，生活情報発信 の ツ
ール として各種の 冊子 ，

パ ン フ レ ッ ト，ビデ オ の 制作を行い
， 学協会 ・教育界，

消費行政 の 先 生 方 に提供 を 行 っ て い る．特に，「生活

科学 シ リ
ーズ」，「生活百科シリ

ーズ」，「ク リ
ー

ン 百科」

の 冊子や ビ デオはそ の 内容が充実 して お り，家庭科 の

授業や講習会 ・相談会に も広 く活用 され て い る．また，

「ク リーン ラ イ フ ニ ュ
ース 」，「知 っ 得情報」の シ ョ

ー

トコ ミュ ニ ケ ーシ ョ ン 冊子で ，話題の 情報を幅広 く迅

速 に提供 して お り， 情報 の 内容 も豊富 に な っ て きた、
一

方，最近 の 情報化を受けた対応として ，イ ン タ
ー

ネ

ッ トホ ー
ム ペ ージ （ラ イオ ン 家庭科学研 究所 「暮 らし

の プ ラ ザ」 の ア ドレ ス ；http：f／www ．lion．co ．jp／＞で の情

報提供 を開始す る
一

方，CD −ROM や FAX 通信あるい

は コ ン ピュ
ーターに よ る 生活情報デ ータ ベ ース の構築

と情報発信サ ービス に つ い て実用化の検討 を始めた．

　こ の ほ か，どなた で も気兼ねな く自分 で 実験 で きる

開放実験室 や ，家政学関係 の 先生方 を対象とす る 「夏

期 セ ミナ
ー

」な どの 視聴覚ホ
ー

ル を使 っ た講習会，各

地 の 団体 の ご依頼 に より講師を派遣 し た講習会で ，洗
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写真 5．第 1 回日本家政学会賞副賞贈呈風景

濯 ・洗浄や漂 白な ど各種 の 実習 を通 した情報の提供も

行 っ て い る．

　3）　学協会 ・教育界へ の 協賛活動

　1968年 （昭和 43 年〉に 日本家政学会が創 立 20 周

年を記念 して 日本家政学会賞を設定 し，当杜が副賞 を

協賛する こ とに なっ た．翌年に は，全国家庭科教育協

会 （ZKK ）の 優秀 研究論文 に ラ イ オ ン 賞の提供を始

め ，更 に ，全国高等学校家庭 ク ラ ブ 連盟 （FHJ）参加

の 学生 による優秀研究発表に ラ イオ ン 賞を贈呈するな

ど，積極的に協賛活動を行 っ て い る．また，学会の 展

示 コ ーナ
ー

に も出展 し，最新の製品や そ の周辺 の 研究

情報の 発信 を行い ，学協会 ・教育界 との コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン を図 っ てい る．

　4．将来 へ の 展望

　日木 は高齢化社 会 に突入 し，21 世紀に は世界の ど

の 国も経験 した こ との ない 超高齢化社会に な る こ とが

確実視 され て お り，また ，国際社会の 変化の 中で各国

に連動 し た変化を余儀な くされ る ．こ うした大きな変

化の 中で ，「人 々 の 幸福 と生活の 向上 に どの ように 寄

与する の か 」が 当社に与え ら れ た 課題 で あ る．特 に
，

社会と当社の イ ン ター
フ ェ

ース機能を担当する家庭科

学研究所 の 役割 は よ り
一

層 重要 に なる．消費者 の 視点

か ら人，社会，環境を総合的 に 調査 ・研究 し，よ り快

適 な新生活 シ ス テ ム や 新 しい 製品 コ ン セ プ トの 創造 と

提案，新生活文化 の 情報発信 を通 し，家政学会 ととも

に未来の 家政学の方向を模索 しなが ら 「社会へ の貢献」

に 尽 くして い きた い と考えて い る．

86 （1048）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


